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はじめに

　今日の話題は、教育要領、保育指針、教育・保育要

領の改訂（改定）ということが背景にありますが、詳細

な説明というより何が大事なのかをお話いたします。こ

れから私がお話させていただく内容は、今回の教育要

領や指針の改訂（改定）の中にふんだんに織り込まれ

ておりますので、なるべくたくさんのエピソードを話し

ながら進めたいと思っております。

鯉のぼり

　私は仕事柄いろんな園に行きます。この事例の園を

訪問した時はゴールデンウィークの頃で、鯉のぼりがた

くさん飾られていました。年長児がグループごとに2週

間かけて作った鯉のぼりだそうです。製作過程では、

年長児たちが「こうしよう、ああしよう」と話し合ってい

たそうです。この鯉のぼりは、布を染めて、しかも縫い

合わせているのです。子どもたちは話し合いながら、作

りたい鯉のぼりを実現しているのです。このような製作

過程ゆえ、子どもたちは自信満々です。私のところにき

て「おじさん、これさ、俺たち作ったんだよ」と自信に満

ちあふれています。させられることが多い子どもたちと

は雲泥の差です。

　そんな鯉のぼりを座って園長先生とおしゃべりしな

がら見ていると3歳の男の子が走ってきて、ソファーに

座っている私の膝に座りました。こういう子いますね、

初対面なのに平気で人の膝にちょこんと座って、初対

面なのにずっとひとりごとでしゃべりかけてくる子。髪

の毛をかっこよく立てていたので、誰が切ってくれるの

と聞いたら、男の子は「え？先生」って言うんです。先

生が髪の毛も切ってくれるのかと聞くと、園長先生があ

わてて「先生が切るはずないでしょう、嘘言っちゃだめ

よ」って言うわけです。この男の子、さらに外を見なが

ら鯉のぼりを指さして言いました。「俺もさ、鯉のぼり

作ったんだよ、あそこに」って言うんです。はいはい、っ

て思いながら聞いていたら「俺さ、作って持って行った

ら、年長がお前いいやつだからいいよって飾ってくれた

もん」って言うんです。はいはいって思って聞いていま

した。そしたら彼が「俺さ、新聞紙で作ったんだよ」っ

て言うんです。たくさんある鯉のぼりをよく見ると、中に

新聞紙の鯉のぼりがあります。え！あれのこと？と尋ね

ると「そう、俺が作った新聞紙の鯉のぼり」と言いまし

た。

　園を訪問した時間は、他の三歳児たちは部屋に集

まっている時間です。部屋から抜け出てきたとすると、

部屋に戻らないと悪いと思い、担任の先生のお名前

は？と尋ねると「りょうこ」って彼が言うんです。さらに

「りょうこさ、いつもさ、俺のことかわいいかわいいって

言うんだよ」って言うんですね。それを聞いていた園長

先生も「あたしも言うでしょ！あなたのことかわいいか

わいいって！」と仰っしゃいました。

　この園の年長児は、自分のやりたいことを夢中に

なってやり遂げる経験をしています。これは成功体験

です。夢中になって、自分のこうしようという思いを達成

している子たちは、明らかにその後の育ちに影響を与え

るといわれています。また、3歳の彼も周囲の大人から

肯定的に受け止められています。乳幼児期に適切に受

容され肯定された子たちは、そうでない子たちと比べ

て、その後の育ちが良いということがわかっています。

これは簡単なことではありません。この男の子のことを

多くの仕事をこなしながら肯定的に受け止められるで

しょうか。また、子どもたちが夢中になってやりたいこと

をやり遂げる保育ができるでしょうか。これはプロの仕

事です。ただ、肯定的に受け止めるよりも怒るほうが、
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遊びの中で学ばせるよりも『させる保育』をするほう

が、コストがかからない場面もあるでしょう。ついついそ

うなっている現実があるかもしれません。

これからの“遊びが学び”

　今世界は保育の質に注目しています。それはたくさん

の研究の成果が、乳幼児期に良い保育を受けた子は

その後の育ちによい影響があることを示しています。

50年以上前のアメリカでの研究ですが、3歳から幼児

期に質の高い良い保育を受けさせました。ここでいう質

の高い保育とは、子ども主体の遊び中心の保育、さらに

保護者への支援です。この研究の結果はすぐには出ま

せんでしたが追跡調査から驚くようなことが分かりまし

た。良い保育を受けた子は高校の卒業率が明らかに高

い。収入が高い。持ち家率が高い。離婚率が低い。犯

罪率が低い。生活保護需給率が低い。つまり良い保育

を受けた子たちは、大人になって経済力が高く、幸せ

になっている子たちが明らかに多かった。他の研究で

も似たような結果が出ています。つまり、子ども主体の

保育を行うこと、あるいは親への支援を行うことは、そ

の子の人生に影響を与えるだけでなく、その国の経済

に影響を与えるのではないか、ということなのです。だ

から良い保育のためにお金をかけようっていっているわ

けです。日本の政治家もこの話を知っているから幼児

教育の無償化って出してくるんです。でも幼児教育の無

償化だけでは、上がらないんです。ここで言いたいこと

は、保育のお仕事は、その子の人生やその国の将来に

影響を与える可能性があるくらい重要なことだってこと

が、世界では話題になっている。ではそれは何を育てた

からそんなに成果があったのか。これが今回の保育指

針・教育要領の裏のキーワードになっている「非認知

能力」というやつです。これを幼児期に育てたかどうか

が極めて重要であるということが今回の保育指針・教

育要領の重要な基盤になっています。

　ベネッセの研究でも、園で遊びこむ経験が多い子の

方が、小学校以降の学びに向かう力が高いことがわ

かっています。一斉保育よりも、子どもの主体性を重視

した自由保育をしている園の子どもの方が、語彙が豊
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富であるという研究もあります。語彙が多いということ

は、学力全部に影響を与えます。それくらい重要なこと

なのです。早い時期から勉強をさせたほうが将来勉強

のできる子になると思いがちですが、逆です。今回の改

訂は、そう考えると小さな改訂（改定）ではありません。

これまで教育の始まりは小学校であるかのように位置

づけられてきました。今回、改訂（改定）で何を一番大

事にしているかというと、アクティブラーニングです。も

う紙の上の勉強ができるだけではだめなのです。これ

からは自分で調べたり、考えたり、話し合ったり探求し

たりする必要がある。そして、それは保育園・幼稚園・こ

ども園からスタートします、と位置づけられました。だ

から教育の始まりは、保育園・幼稚園・こども園なので

す。「遊びが学び」はこれまでもやってきたことです。こ

こが充実することがスタートになります。だから保育

所・幼稚園・こども園の3歳以上は同じ教育があります

と位置づけました。しかも、今まではまるで小学校の準

備のために「ここまでできるように」というようにやって

きたのですが、これからは違います。遊び仕立てのとこ

ろから1年生の授業を始めてください。今までのように、

はいこれからは一斉授業です！ではなく、「遊びが学

び」を受けて、1年生をスタートしてください。だからこ

れから小学校との関係が変わるはずです。「遊びが学

び」が大事なのだと位置づけられたわけです。遊びを

けっこうやっているという園も、それが本当に学びに

なっているのか、ちゃんと説明できることが大事です。

砂場で遊んでいました、だけではダメで、砂場でこんな

経験、こんな風な育ちが見えてきました、と言えること

がプロのお仕事です。ただ預かっているだけではなく

て、豊かな経験をさせてください。親たちにも「遊びが

学び」を説明できるようにしましょう。

　例えば、0・1・2歳の保育って、安全・安心・預かるだ

けだと思われるかもしれませんが、園によって全然違

います。この写真は0歳児の2月頃の写真なのですが、

だれもお背中ぺったんせずに絵本を見ています。絵本

が面白くて仕方がないんですね。先生のひざの向こう

に、絵本が10冊くらいあります。子どもたちがもう一冊

もう一冊って言うんです。なぜこんなに絵本好きな子た

ちになったのでしょうか。

　私の研究グループで、絵本と保育の勉強会っていう

のを公立保育園の先生たちとやってました。この担任

の先生は、0歳児の研究グループに参加していました。

0歳児クラスなんて絵本どころじゃないです、前半は

ね。後半になってちょっと絵本のことが面白くなってき

た時期に、0歳児担当の先生たちに質問をしました。赤

ちゃん向けの絵本は、顔が出てくる絵本が多いのをご

存知ですか？と訪ねても先生方はわからないというの

で、赤ちゃんは顔が好きで、顔から情報を読み取って

いることを説明しました。だから、保育士は、特に小さ

い年齢の子どもに関わる際に、あまりマスクしないほう

がいいって言われているんですね。NICUでも、赤ちゃ

ん向けには看護師さん、なるべくマスクしないで関わろ

うっていう取り組みがあります。つまり、あの人たちは赤

ちゃんじゃないんです。という話をしたら、この先生面

白いんです。いろんな顔が出てくる赤ちゃん絵本を、全

部読んでみるんです。そしたら、1冊子どもたちがえらく

面白がる絵本があるんです。どんな絵本かって言うと、

顔写真が出てくる絵本です。絵で書いてあるより、写真

で顔が出てくるほうがウケるんだと思って、この先生

ちょっと工夫しました。どんな工夫かって言うと、0歳児

の担当の先生6、7人いるので、その中の4、5人の先生

に協力してもらって、こんな写真を撮ったんです。◯◯

先生が、いないいなーいばぁ！って写真です。これを引

き伸ばして台紙に貼り付けて、なんとか先生が、いない

いなーいばぁ！って、簡単な手作り絵本を作ったんで

す。そしたら大人気です。0歳児担当の方いらしたら、年

明けくらいから、これ絶対いけますよ。もうウケるウケ

る。私も見に行きましたけど、面白い面白い。もう一回も

う一回と延々続くわけです。あんまり毎日なんで、この

先生さらに工夫しました。子どもの顔写真撮ったらどう

なるだろう。親たちの許可を取って、なんとかちゃんが

いないいあいばぁ！ってやったら、みんな真剣な顔して

見て、そのあと、前見るだけじゃなくて横見るんです。お

前、いつも泣いてるのに笑ってんじゃん、みたいな感じ

で。面白いくらい横見るんです。このあといないいあい

ばぁ絵本がえらくブームになっていくわけです。だから

公
開
講
座
・
講
習
会



9

幼児教育学科公開講座

この先生が絵本を読むと、子どもたちがスーッと集まっ

てくるんです。1、2年目の若い先生がいるんですけど、

私のところに全然来ないと嘆くんですって。子どもたち

は、最初は誰が読むと面白いってことから入っていくん

ですね。しばらくはそうなんだけど、だんだん若い先生

でも、うまくいくようになっていくんです。保育って、

ちょっとした工夫なんだなって思います。

　この先生は0歳児から1歳児に持ち上がりになりまし

た。そしたらまた面白いんですけど、やっぱりこの先生

が絵本を読むとブームが起こるんです。『おおきいちい

さい』という絵本があります。この絵本、大きい、小さ

いって、何度も出てくるんですけど、その度に1歳児クラ

スの子どもたち「おおちいね、おおちいね」としか言わ

ないんです。1歳児で大きいとか小さいとかわかるのか

しら。じゃなんで小さいって言わないのかな？毎日大き

い大きいなので、先生ちょっと工夫しました。子ども

が、今これが面白いんだって思ったら、じゃあこういう

環境を用意してみようっていうのがプロの仕事です。ど

ういう環境を用意したか。壁面に動物の写真を張って

みました。壁面はうさぎちゃんとか無駄に貼る必要な

いんです、むしろ写真が効果的です。いろんな動物の

写真貼ったんです。そしたら子どもたちは、「これ、こ

れ」とか言いながら、写真のことを一生懸命言うわけで

す。写真の中に、象が写っています。「象おおきいね、

象おおきいね」象おおきい、象おおきいしか毎日言わな

くなってくるんです。子どもたちは象が気に入ったらし

く、「象が大きい」になんとか応えられる絵本がないだ

ろうか？そうです、子どもが面白いと思ったら、じゃあど

う手を打とうかを考えるのが保育です。遊びが学びに

なっていくのが保育です。園には象の絵本はありませ

ん。先生がインターネットで探してみると、こんな本が

ありました。『ぞうはおおきい』早速これ買いました。こ

の本読んだら面白いんですよ、こんなに大きく開くんで

す。象は顔が大きいって先生が言うと、子どもたちは

「おおきいねー！」、象の鼻は？って言うと「ながー

い！」って子どもたちノリノリなんですよね。

　この先生、大きな声では絵本を読みません。小さな

声で読みます。いろんな子たちが寄って来るんですが

「そうだね、はい、じゃあ座ってね」って丁寧に、力ずく

で聞かせないんです。面白いから聞いちゃう。だからお
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背中ぺったんなんかこの子たちにあまり必要ないんで

すよ。こんなふうに夢中になってくわけです。そうすると

毎日面白い面白いってなってくわけですけど、「先生、う

ちの子、象、象、象、象、言ってるんですけど、何があり

ましたか」って親から聞かれる訳です。この先生もなか

なかの人で、「いま1歳児クラスは象の研究やってま

す」って言ったそうです。もう親たちもメロメロです。僕

ね、よくわかりました。いい保育は、親たちを巻き込む。

親たちがファンになってきます。

　そのあと、この先生は親たちにもっと伝えなきゃと

思って、写真一枚貼り出すんです。今日こんなこと面白

かったですっていう写真1枚。これがもっと親たちを巻

き込んでいきます。本当は遠足で動物園に行って、子ど

もたちに象を見せることができればよかったんですが、

遠足の予定は決まっていたので変えられないんです。そ

こでこの先生は一人で動物園に行ってきました。そして

象の写真いっぱい撮ってきて子どもたちに見せたら、子

どもたち大ウケで、動物園に行きたいって話になるんで

すけど行けません。それで親たちに、写真見せたら大ウ

ケでしたって話したら、翌日から、色んな子たちが、親

子で動物園に行ってくるんですね。動物園に行くと象

のTシャツ売ってるらしくて、クラス中、象のTシャツを

来ている子たちになったそうです。このあと象からシロ

クマブームになるんですけど、この話は長くなるので別

の機会にします。

　行事でもいいし、普段の遊びの中でもいいんですけ

ど、こうやって子どもと話し合いながら、子どもの声を

聞きながら、作っていくような保育がこれから重要に

なってきます。ある園では、今までだったら、5歳児が4

月にオタマジャクシを持ってくると「よかったね、じゃ今

日これ持って帰ってね」で終わっていた話を、子どもた

ちに「このオタマジャクシどうする？」って聞くように変

えました。すると「飼いたい」という話になりました。

じゃあ、どうやったら飼えるだろうか。生かしていくため

に器だとか何が必要かを全部子どもたちと話し合いな

がらやっていきました。その後子どもたちのアイディア

でオタマジャクシ研究所ができ、親たちも巻き込んで2

か月間、オタマジャクシが蛙になっていくまでのプロセ

スを研究しました。本当に面白い事例でした。誰が一

番喜んだのかといえば、ベテランの先生方でした。「こ

んなに楽しい、保育って楽しいと思いませんでした」と

いう先生もいました。そうです、させる保育をしていたら

面白いはずがない。この仕事の何が面白いかといえ

ば、子どもと一緒に作っていくから面白いんです。先生

がわくわくして、先生が保育が楽しくなってくる。誰が

一番得をするか、それは子どもです。いままでさせられ

るだけだったのが、自分たちがやろうとすることが実現

していくわけです。この事例の子どもたちは本当に意欲

的な子どもになりました。また、親たちが保育にものす

ごく参加するようになりました。親たちが園の保育を理

解するようになりました。そして小学校からも理解が得

られるようになりました。今までは“遊びが学び”の意

味がわからなかったけど、園の取り組みからよく理解で

きるようになったとのことでした。

　これからの保育は、遊びが学び、しかも子どもたちの

成長にあわせて、あるテーマでもって遊びが継続するよ

うな保育が求められるのだと思います。子どもの笑顔

がこれから先も続いていくということが大切です。保育

に携わる先生方の日々の保育のおかげで子どもたちの

未来があります。保育者を志す学生の皆さんにも、ぜひ

仲間に入っていただければと思います。

（文責：中尾繁史）
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